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薬事・食品衛生審議会 薬事分科会における審議参加の取扱い等について 
 
 
 
薬事・食品衛生審議会 薬事分科会において、委員の審議参加について、薬事分科会

規程及び薬事分科会審議参加規程に沿った対応が行われていなかったことが判明しま
した。 
このため、以下のとおり対応しましたので、お詫びするとともにお知らせします。 

 
 

１．事案の概要とこれまでの対応 

（１）薬事に関する企業の顧問等への就任の事実の判明 

○ 薬事分科会委員８名について、薬事に関する企業の役員、職員又は当該企業

から定期的に報酬を得る顧問等に就任していた事実が判明しました（資料１）。 

 

○ これらの８名の委員については、辞任いただくこととしています。 

 

（２）寄付金・契約金等の申告誤りにより本来参加できない議決に参加した事実の判

明 

○ 昨年度開催した審議会について、委員による寄付金・契約金等の申告内容を

確認したところ、８名の委員について、受領なし又は５０万円以下の受領と申

告されていたものが、正しくは５０万円を超えて５００万円以下の受領であっ

たことが判明しました（資料２）。 

※５００万円を超える受領はありませんでした。 

平成 27 年６月５日 

【照会先】 

医薬食品局総務課 

課長補佐 浦 （内線 2710） 

課長補佐 茂木（内線 2714） 

（電話代表）03-5253-1111 

（直通電話）03-3595-2384 

 



当日配付資料３




 

（３）寄付金・契約金等の５０万円以下の受領について過少申告であった事実の判明 

○ 同じく、寄付金･契約金等の申告内容に関し、１６名の委員について、受領な

しと申告されていたものが、正しくは５０万以下の受領であったことが判明し

ました。 

 

 

２ 今後の対応 

  ○ 薬事分科会については、今年度より各会議開催前に委員の寄付金・契約金等

の申告内容を製造販売業者に確認する取組みを試行的に導入し、運用を開始し

ています。 

 

  ○ また、申告様式について、申告対象の３年度を明らかにし、そのうち最も受

領額が多い年度を申告いただくよう申告誤りの発生防止を徹底する観点からの

改訂を行いました。 

 

  ○ 今後、同様の事案の再発を防止するため、薬事分科会規程及び薬事分科会審

議参加規程における顧問等に就任した際の辞任、申告対象年度、家族の受領分

も申告することなどの重要事項を、会議開催の度に注意喚起することにより、

適切な取扱いを徹底します。 

 

（参考） 

 

＜薬事分科会規程概要＞ 

○ 委員、臨時委員又は専門委員は、在任中、薬事に関する企業の役員、職員

又は当該企業から定期的に報酬を得る顧問等に就任した場合には、辞任しな

ければならない。 

 

＜薬事分科会 審議参加規程概要＞ 

○ 寄付金・契約金等の申告 

・対象企業：審議品目の製造販売業者、審議品目と市場で競合する品目を取

り扱う製造販売業者（最大３企業まで） 

・対象年度：開催年度を含む過去３年度のうち受取額が最も多い年度 

○ 寄付金・契約金等の受領がある場合の会議への参加 

・５００万円を超える場合、当該委員は審議に加わらない（退室） 

・５０万円を超えて５００万円以下である場合、当該委員は議決には加わら

ない。出席・意見陳述は可能 

・５０万円以下の場合、審議にも議決にも参加できる 



（資料１） 

該当の審議会 委員名 所属 企業名 

医薬品第一部会 小川 聡 国際医療福祉大学三田病院 病院長 MSD 株式会社 

再生医療等製品・生物由来

技術部会 

谷 憲三朗 九州大学生体防御医学研究所 ゲノム機能

制御学部門ゲノム病態学分野 教授 

シンバイオ製薬株式会社 

再生医療等製品・生物由来

技術部会 

中村 利孝 独立行政法人国立国際医療研究センター病

院 病院長 

MSD 株式会社 

帝人ファーマ株式会社 

再生医療等製品・生物由来

技術部会 

水口 裕之 大阪大学大学院薬学研究科分子生物学分野

 教授 

レジエンス株式会社 

医療機器・体外診断薬部会 西田 幸二 大阪大学大学院医学系研究科教授 脳神経

感覚器外科学（眼科学） 

HOYA 株式会社 

化学物質調査会 田中 明人 兵庫医療大学薬学部教授 KOBE Chemical Genetics

 株式会社 

取扱技術基準等調査会 三宅 淳巳 横浜国立大学大学院環境情報研究院教授 三井化学株式会社 

動物用医薬品等部会 

動物用一般医薬品調査会 

動物用医薬品再評価調査会 

佐々木 一昭 国立大学法人東京農工大学農学部獣医学科

准教授 

株式会社 日立製作所 



（資料２）

該当の審議会 委員名 所属 当初申告 訂正申告

50万円超の受領について過少申告（８名）

1 医薬品第一部会 武田　正之 国立大学法人山梨大学 医学部泌尿器科学　教授 50万円以下
50万超～
　　500万円以下

2 医薬品第一部会 村田　美穂
独立行政法人国立精神・神経医療研究センター　神経
内科診療部長

50万円以下
50万超～
　　500万円以下

3 医薬品第一部会 山田　清文 名古屋大学医学部附属病院　薬剤部長・教授 50万円以下
50万超～
　　500万円以下

4 医薬品第二部会 清田　浩
東京慈恵会医科大学葛飾医療センター泌尿器科教授・
診療部長

受領なし
50万超～
　　500万円以下

5 医薬品第二部会 山本　一彦
東京大学大学院医学系研究科内科学専攻アレル
ギー・リウマチ学教授

50万円以下
50万超～
　　500万円以下

6
再生医療等製品・生物
由来技術部会

中村　利孝
独立行政法人国立国際医療研究センター病院　病院
長

受領なし
50万超～
　　500万円以下

7 安全対策調査会 柿崎　暁 群馬大学大学院病態制御内科学講師 50万円以下
50万超～
　　500万円以下

8
医療機器・体外診断薬
部会

一色　高明 上尾中央総合病院　特任副院長　兼　循環器内科科長 50万円以下
50万超～
　　500万円以下
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薬事・食品衛生審議会 薬事分科会における審議参加の取扱い等について 
（追加報告） 

 
 

 本年６月５日付で公表を行いました「薬事・食品衛生審議会 薬事分科会における審議参

加の取扱い等について」につきまして、追加の報告がございますので、別添のとおりお

知らせいたします。 

 
 

 

 

（６月５日付公表（抜粋）） 

 

（３）寄付金・契約金等の５０万円以下の受領について過少申告であった事実の判明 

○ 同じく、寄付金･契約金等の申告内容に関し、１６名の委員について、受領な

しと申告されていたものが、正しくは５０万以下の受領であったことが判明し

ました。 

 

 →氏名等の公表を行います。 

平成 27 年６月 19 日 

【照会先】 

医薬食品局総務課 

課長補佐 浦 （内線 2710） 

課長補佐 茂木（内線 2714） 

（電話代表）03-5253-1111 

（直通電話）03-3595-2384 

 



（別添）

５０万円以下の受領について過少申告（１６名）

該当の部会・調査会 委員名 所属 当初申告 訂正申告

1 医薬品第一部会 加藤　総夫 東京慈恵会医科大学医学部教授 受領なし 50万円以下

2
医薬品第一部会
医薬品第二部会

鈴木　邦彦 公益社団法人日本医師会常任理事 受領なし 50万円以下

3 医薬品第一部会 平石　秀幸 獨協医科大学病院長 受領なし 50万円以下

4 医薬品第一部会 古川　漸 実践女子大学生活科学部食生活科学科教授 受領なし 50万円以下

5 医薬品第一部会 松井　陽 聖路加国際大学　特任教授 受領なし 50万円以下

6 医薬品第二部会 新井　洋由 国立大学法人東京大学大学院薬学系研究科教授 受領なし 50万円以下

7 医薬品第二部会 庵原　俊昭 独立行政法人国立病院機構三重病院 院長 受領なし 50万円以下

8 医薬品第二部会 大槻マミ太郎 自治医科大学皮膚科学教授 受領なし 50万円以下

9 医薬品第二部会 田村　友秀 聖路加国際病院呼吸器内科医長 受領なし 50万円以下

10 医薬品第二部会 半田　誠 慶應義塾大学医学部輸血・細胞療法センター教授 受領なし 50万円以下

11 医薬品第二部会 吉田　茂昭 青森県病院事業管理者 受領なし 50万円以下

12
要指導・一般用医薬品
部会

小澤　明 元東海大学医学部専門診療学系皮膚科教授 受領なし 50万円以下

13
化粧品・医薬部外品部
会

松永　佳世子 藤田保健衛生大学副学長・教授 受領なし 50万円以下

14
医療機器・体外診断薬
部会

齋藤　知行 横浜市立大学大学院医学研究科　運動器病態学教授 受領なし 50万円以下

15 血液事業部会 千堂　年昭 岡山大学病院教授・薬剤部長 受領なし 50万円以下

16 安全技術調査会 杉浦　亙
独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター・臨床
研究センター感染・免疫研究部部長

受領なし 50万円以下



（提出は不要です） 
 

薬事分科会 審議参加の際の注意事項 

 

薬事分科会（部会、調査会含む）への参加に際しては、薬事分科会規程及び

薬事分科会審議参加規程に基づき、下記の点に注意いただきますようお願いい

たします。 

 

 

☑ 薬事に関する企業の役員、職員又は当該企業から定期的に報酬 

を得る顧問等に就任していない。 

 
 

該当例：嘱託医、開発アドバイザー、技術指導・助言などを行うことを 

年間契約などを結び、定期的(年間・月○万円等)に報酬を得ている場合。 

 

「薬事関係企業」とは、 

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律に 

定める医薬品、医薬部外品、化粧品及び医療機器の製造販売業の許可を取得 

している企業をいう。（但し、薬局を除く。） 

 

 

参考 

＜薬事分科会規程第 11 条＞ 

委員、臨時委員又は専門委員は、在任中、薬事に関する企業の役員、職員 

又は当該企業から定期的に報酬を得る顧問等に就任した場合には、辞任しなけ

ればならない。 

 

 

※ご不明な点などございましたら、ご連絡ください。 

             厚生労働省医薬食品局総務課 

                   薬事審議会係 馬場 

                電話０３－３５９５－２３８４ 

                     baba-takeshi@mhlw.go.jp 

自己点検用のチェックシートとしてご活用ください。 


